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学生と変える大学教育　FDを楽しむという発想
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本書は，FDが学生をどう変えたのか，これからの大学教育はどうなるのか……，がテー
マになっています。小林祐也（現 関西大学大学院）は，第 3章を担当し，授業では，教員
以外に授業テーマに精通した専門家が必要になってくるなかで，ある程度の学問経験を積
んだ院生が TAとして，学生が学問を学ぶ困難さの克服に貢献する可能性をもつ，と大学
授業における TAの活用の重要性を強調して書きました。そして，教員が授業に専念でき，
学生がピアーとしての院生のファシリテートを通してより授業内容の理解が深まり，そし
て院生は教育実践から学ぶ，という一連のシステムを，日本の大学教育において確立する
ための議論を早急に進めるべきではないかという主張を展開しました。
あわせて，大学授業でどのようにすればフィールドワークの活用を「進化」させていく
ことができるかについて実際の授業実践を通して考察しています。まず，学問の面白さを
分からせるという点から，京都文教大学の松田凡氏の「プロジェクト・ウオプル」を取り
上げました。学生にとって，単なる海外研修ではない，深い学びが生まれています。対照
的に，体験から学びを構築していくような方法として，2節では，京都精華大学の板倉豊
氏が 2008年当時担当していた「炭焼きを通してみた自然」ゼミでの実際の学生の取組を詳
細に紹介しています。ゼミでは，一見すると授業にはみえない，しかし学生は，「非日常
的な」体験を通して生き生きと学んでいました。これこそが，真のアクティブラーニング
ではないでしょうか。是非読んでみてください。
――皆さんは，初年次教育においてフィールドワークを，TAを，どう考えますか。


